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貝沼士―→

国際農林水］危業研究センター所長

おはようこざいます。所長の貝氾でございます。

本日は、早朝からのこようにたくさんの方にお集まりいただきまして，まことにありかとうこざいます。つくば

というところは，東京から少し離れておりますので， 9時の開会というのは，ちょっと非常識なところもございま

したけれども，人変盛りだくさんの内容になりましたので，それでは 1日みっちりやろうということで， 9時とい

う開会にいたしました。

皆さんこ存じと思いますが，この新しい同際農林水産菓研究センター，大変名前が長いので，私どもは略して JIR-

CASというふうに，英語の略称でもって， JapanInternational Reseach Center for Agricultural Sciencesという

ことで JIRCASと日っておりますが，私も，余り長いので間違えるといけませんから，これから JIRCASと言わ

せていただきますけれども，ちょうど叶年の10月1日に，間の熟管農菜研究センターから新しい組織として誕生い

たしました。

それで，この JIRCASに変わるについては， •ユつは，研究分野を拡大していこうということで，その最も特徴

がありますのは，水産分野をつくばに呼んできたというような 1点がございます。

それから，農業だけではなくて，林業，水産ということで，まさに農林水庄省の中では，＝＾つのものを一つの研

究所に集めてやれる体制というようなものをつくりました。

もう一つは，研究地域の拡大ということで，従来の熟骨，亜熱帝というところの研究対象を，開発途卜真炒曳合般

というようにして，中央アジアの問題，中同の問題，あるいは南アメリカというふうに，私とものテリトリーを広

げていくということを考えております。

それから，もう一つは，情報の分野をここでかなり強化して，今までは，私どもが研究を進めるための情報とい

うようなものを持っておりましたが，今後は，この研究所だけではなくて，農水省の研究機関全般の，あるいは，

さらには農水省の行政を進めていくための同際的な視野というようなもののデータはここに蓄積するというぐらい

のつもりで，今，仕事を始めております。

今日は第 1回目で，きっとつくばでこれだけの水産の皆さんにお集まりいただいて研究会をするのは，初めてで

はないかと思っておりますが，私ともは，これから水産研究というようなものの，各地域にあります水産研究所．

あるいは県の水庄試験場，そういうところの技術をここにパソケーシして，ここから外国へ持ち出すというような，

一つのセンターになりたいと考えておりまして，福所部長はしめ 7人の水産部をここにつくりました。

彼は大変頑張ってくれて，今日は第 1回の特別の研究会を水庄でやろうというようなことを発案してもらい，私

も，大変時宜を得たものだと息っております。

現在，私どもは，ここの建物におりますが，新しい JIRCASの建物，ちょうどこのキャンパスの両側の力につ

くり始めておりまして，その中には，水産分野の研究にかなりのスペースをとって，そこに水槽を入れて魚を飼お

うということで，今，福所部長たちが＾生懸命，どんな魚がいいかというようなことを者えてくれておりますけれ

ども，やはり私どもの研究所の一つの韻として，つくばにおける水産研究というようなことを人事な分野と考えて

おります。

今日は，この分野の本崎に日本を代表する先牛方にお集まりいただきまして，大変内容のあるお話を伺うことか

できるということで，大変釈しみにしております。タカ 5時まで，ぜひ皆さんの活発なご、意見を出していたたき，

活発な研究会にしていただきたいと息います。

では，開会に先立ちましてご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
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